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事業概要 

(600字程度) 

国立台湾大学管理大学院とのダブルディグリー制度交流協定に基づき、1 年半、国立台湾

大学管理大学院で履修した後、1年間、京都大学経営管理大学院で学び、その後、半年間、

国立台湾大学管理大学院で履修し、合計 3年間をかけて、国立台湾大学管理大学院と京都

大学経営管理大学院における双方の修了要件を満たした場合、以下の学位が授与される。 

(1) 京都大学：経営学修士（専門職） 

(2) 国立台湾大学：MBA（Master of Business Administration） 

ダブルディグリー生の選抜は、管理大学院の会計プログラム又はグローバル MBAプロ

グラムで 1年間履修した学生を対象とする。ダブルディグリー生の個別の目標に対応

し、体系的な履修指導体制を築くため、指導教員を設定し、ワークショップ指導にあ

たる。教育部を修了するには、教育部 2年コース（ビジネス・リーダーシップ、プロ

ジェクトオペレーションズ・マネジメント、サービス価値創造、ファイナンス・会計

の各プログラム、ただし長期履修学生を除く）及び国際プロジェクトマネジメントコ

ース（以下国際コースという）の中から 1つを選択し、本制度において教育部を修了

するためには、1年以上在籍し 42単位以上を修得しなければならない。 

成果の概要 

(800字程度) 

 

平成 28年度は国立台湾大学管理大学院・会計プログラムより、2名がダブルディグリー生

に選抜された。 

そのうち 1名は会計・ファイナンスプログラムを選考し、もう 1名は国際コースを選考し、

基礎科目、専門科目、実務科目、発展科目（ワークショップ）を履修し、国立台湾大学か

らの単位互換を含み、42単位以上を修得した。また、それぞれの指導教員の元で 1年間か

けて、ワークショップとして独自の研究・調査を行い、2 回の成果発表会を経て、両名と

も大変優秀な成績を収めた。 

国立台湾大学管理大学院とのダブルディグリー制度交流協定に基づき、2 名ともは京都大

学にて経営学修士（MBA）の学位を取得した。 

国立台湾大学管理大学院に戻った後は、修了までの残り半年間で論文を書き上げ、国立台

湾大学にて MBA（Master of Business Administration）の学位を取得する予定である。 

ダブルディグリー生において、京都大学の学生達と共に学ぶことによって、グローバルな

視野を広げ、台湾のみならず国際的分野で活躍する人材に育つことが期待される。 

また双方の大学で学ぶことによって、さらに専門性や知識を高められ、将来、台湾と日本

の企業や政府機関、国際機関等での架け橋を担う国際的な人材として活躍することが期待

される。 

また国立台湾大学管理大学院と京都大学経営管理大学院間におけるダブルディグリー制

度において、益々双方の部局間交流が期待される。 

 


